
３．被災自治体等における地理空間情報の活用事例

○市町村における地理空間情報の活用（その７）

復興整備計画 福島県新地町
新地町では、災害復興計画基図を利用して、復興整備計画の復興整備事業総括図を作成しHPで公開

○市町村における地理空間情報の活用（その７）

（利用データ： 災害復興計画基図）

【復興整備事業総括図】
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４．地域における防災計画の策定

【地域防災計画】

宮城県七ヶ浜町

東北ブロック地理空間情報産学官地域連携
協議会においてこの地域で地理空間情報の
整備･更新のサイクルを構築するためのモデ
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宮城県多賀城市
整備 更新のサイクルを構築するためのモデ
ル事業を計画（H24～H25）
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６．まとめ

被災自治体(市町村)の多くは、いまだに自力での復興が困被災自治体(市 村) 多 、 自 復興 困

難な状況である。特に、三陸沿岸で被害の大きかった自治体
(街の大部分が被災)では、提供された地理空間情報を自ら活

き る自治体は少な用できている自治体は少ない。
多くの自治体は、コンサルタント業者などの支援を受けて復

興計画を作成しているのが現状である興計画を作成しているのが現状である。
このため、地理空間情報の活用状況を正確に知るためには、

むしろ自治体に張付いているコンサルタント業者の協力が必自治体 張付 る タ 業者 協力 必
要である。
今後は、自治体独自で地理空間情報を整備･更新し、活用す

るため キ プ活動が重要となるるためのスキルアップ活動が重要となる。
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